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機能 生じる結果 なくなる結果

注目
注目が少ない状況
→行動→周囲の注目

いやな注目
→行動→消去

活動
や物

物や活動が入手できない状況
→行動→入手できる。

いやな物や活動
→行動→消去

逃避
いやなことが目の前にある状況

→行動→やらずにすむ

感覚
刺激

することがない状況
→行動→感覚刺激

いやな感覚刺激
→行動→消去

◆ 要求・要望・目的がある ⇒ 行動（含不適切） 対応可能
◆ 無意識レベル ⇒ 行動 対応困難

行動問題の４つの機能



水面下の要因に注目する

氷山モデルを用いた
支援の考え方

（自閉症の子どもの例）

環境要因：

▢ おやつの時間になると、走って部屋の隅にかくれる

（直前の活動までは全く問題なく参加できる）

▢ 声かけするが、かたくなに動こうとせず激しく抵抗する

（他害のリスク有り）

障害特性：

視点②

・先の見通しをも

ちにくい

・苦手な人意識が

強い

・強いこだわりが

ある

・今日は何のおやつか

知らされていない

【その他】

・おやつの内容

・容器

・食べる場所

・手洗い場

・おやつ後の活動

・体調

・空腹度 など

・手洗い場に人が並ん

でいる

・食べる部屋がころこ

ろ変わっている

行動問題を理解する２つの視点



A：Antecedent B：Behavior C：Consequense

先行条件（状況） 行動 結果

A B C



ABC分析→支援



子ども観察力＆支援力養成ガイド

店でほしいも
のをみつける

「買って～」と
大声で泣き叫ぶ

ほしいものが
手に入る

Ａ（状況） Ｂ（行動） Ｃ（結果）

【３つのポイント】

レベルⅠ 『Ａ』の状況を変える

レベルⅡ 『Ｃ』の結果を変える

レベルⅢ 『Ｂ』の行動を変える

① 代わりの行動をつくる

② 望ましい行動をつくる

“ABC分析 → 支援” の考え方













時間の構造化



時間の構造化





活動の構造化



視覚的支援



行動問題を自分でコントロールする力を育てる

子ども観察力＆支援力養成ガイド

【子どもの力を高める支援を検討する】

友だちが
使いたい
おもちゃを
使ってい
る

友だちを
たたく

おもちゃで
遊べる

望ましい
行動

代わりの行動

例①

※ 学ぶ力を身に付けるスモールステップを踏んで！

イ－１ 望ましい行動を身に付けさせる（ABA：バイパスモデル）



行動問題を自分でコントロールする力を育てる

子ども観察力＆支援力養成ガイド

【子どもの力を高める支援を検討する】

友だちが
使いたい
おもちゃを
使ってい
る

友だちを
たたく

おもちゃで
遊べる

望ましい
行動

与えられた
同じおもちゃ
で遊ぶ

例①

※ 学ぶ力を身に付けるスモールステップを踏んで！

イ－１ 望ましい行動を身に付けさせる（ABA：バイパスモデル）



行動問題を自分でコントロールする力を育てる

子ども観察力＆支援力養成ガイド

【子どもの力を高める支援を検討する】

友だちが
使いたい
おもちゃを
使ってい
る

友だちを
たたく

おもちゃで
遊べる

譲り合って
遊べる

「かして」とお願
いする

与えられた

同じおもちゃで
遊ぶ

例①

※ 学ぶ力を身に付けるスモールステップを踏んで！

イ－１ 望ましい行動を身に付けさせる（ABA：バイパスモデル）



そこでまず取り組んだことは、これまで好き勝手に入り込める状況だったのを、
① 「きゅうけい」カードを担任に渡さないと入れないルールを徹底（カードを渡せば入ることを許可される）

次にこのルールが定着したことを見定めてから、
② 一日に使えるカードの枚数を徐々に減らしていった。

最初は10枚使えたのを、２週間かけて５枚にまで減らしていった。
それに伴い順調にその制限枚数に収まるように入り込む回数と総時間数が減っていきました。

さらに暇な時間をできるだけ減らすために、
③ iPadでYouTubeの動画を見ることに誘導
B君は昔懐かしい「東京フレンドパーク」を見ることがお気に入りなのですが、
iPadを手の届かない棚の中にしまっておく
とそこを指差して、「フレンドパーク！」と一語文で要求するようになりました。
そこでさらに欲張って、
「フレンドパーク、見せてください」というニ語文で言うように教えていった

ところ、それも定着しました。

そうこうしているうちに、今ではロッカーに入り込むことは全くなくなりました。

【状況】高等部１年生のB君は、「教室の掃除用具ロッカーに入り込む」という不適切な行動が多い生徒でした。
その行動は、何もすることがない暇な状況で特によく起こすようでした。ロッカーに入り込むと、何かブツブツ
言っていたり鼻歌を歌っていることが多いのです。



不適切行動を減らすために

方法① 刺激の撤去

方法② 消去手続き（計画的無視）

方法③ 嫌悪刺激の呈示（罰）

方法④ 分化強化手続き

不適切な行動の頻度を下げる（＝強化しない）

【不適切行動が強化され

ている状態を断ち切る】

ア 低頻度分化強化 ：不適切行動の回数や時

間が基準以下の場合に強化する

イ 他行動分化強化 ：不適切行動が起きてい

ない場合を強化する

ウ 対立行動分化強化：同時に実行できない代

わりの行動を強化

エ 代替行動分化強化：不適切行動に置き換わ

る代わりの行動を強化

段階：【指示】 → 【再度指示】 → 【警告】 → 【罰】 ※ 事前合意
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